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住民と地域課題等を共有
地域包括ケアシステム
地域づくりの推進につなげる

脇　

礼
子

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
設
置
に
よ
り
高
齢
者

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制

の
構
築
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
こ
に
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
な
ど
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重
要

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
支
援
に
市

長
の
公
約
で
あ
る
ま
ち
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
本
市
に
は
、
人
知
れ
ず

地
域
を
支
え
、
自
分
た
ち
の
住

む
町
が
よ
い
町
で
あ
る
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
人
、
活
動
、
団
体

ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
支
援

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
広
げ
る

が
あ
り
、
多
く
の
縁
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ち
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
関
し
て
は
、
こ

う
し
た
人
、
活
動
、
団
体
に
助

け
合
い
や
支
え
合
い
の
縁
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
加
え
、

ま
ず
平
成
29
年
１
月
に
、「
お

節
介
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
、

女
性
の
視
点
で
考
え
る
ま
ち
づ

く
り
講
座
」
を
開
催
す
る
。
さ

ら
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
役
、
自
治
会

町
内
会
活
動
を
初
め
と
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

人
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
構
築

す
る
際
の
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
合
意
形
成
や
、
課
題
を

い
て
、
国
や
神
奈
川
県
、
県
内

他
市
と
の
比
較
を
聞
き
た
い
。

　
健
康
寿
命
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
及
び
政
令
市
等
で
算
出

方
法
が
異
な
っ
て
お
り
比
較
は

難
し
い
が
、
県
が
平
成
28
年
度

に
同
一
基
準
に
基
づ
き
65
歳
か

ら
の
平
均
自
立
期
間
と
し
て
公

表
し
た
数
値
で
は
、
25
年
の
本

市
の
状
況
は
、
県
内
市
町
村
の

中
で
男
性
は
17
・
95
年
で
９

位
、
女
性
は
20
・
84
年
で
８
位

と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
が
健
康
寿
命
日
本

一
に
挑
戦
す
る
た
め
に
は
、
数

値
目
標
を
設
定
し
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
本
市
の
健
康
増
進
計
画

（
第
２
次
）
に
お
い
て
、
市
民

一
人
一
人
が
取
り
組
め
る
行
動

目
標
及
び
推
進
分
野
ご
と
の
重

要
な
項
目
の
指
標
等
を
設
定
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
計
画
の

進
捗
管
理
の
参
考
と
し
て
い
る

東
木　

久
代（

藤
沢
市
公
明
党
）

　
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
を
中
心
と
す
る
取

り
組
み
や
考
え
方
を
い
か
に
高

齢
者
や
地
域
住
民
と
共
有
で
き

も
の
で
、
現
時
点
で
目
標
値
は

設
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

本
市
の
健
康
寿
命
日
本
一
に
向

け
た
目
標
の
一
つ
と
し
て
は
、

県
の
公
表
す
る
健
康
寿
命
に
関

し
て
、
ま
ず
県
内
一
を
目
指
す
。

ま
た
、
こ
の
数
値
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
着
実

な
推
進
が
、
日
本
一
を
達
成
す

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
指
標
や
目
標
を
市

民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

市
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
健

康
増
進
の
目
標
と
し
て
わ
か
り

や
す
く
伝
わ
る
よ
う
周
知
、
啓

発
を
図
っ
て
い
く
。

武
藤　

正
人（

藤
沢
市
公
明
党
）

　
市
民
要
望
の
高
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
缶
を
夏
季
期
間
に

毎
週
収
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
試
行
や
検
証
に
よ

り
、
効
率
化
等
が
ど
の
よ
う
に

図
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
実
施

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
平
成
28
年
度
の
試
行
に

当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
が
上
が
る
手
法
を
、

現
場
職
員
の
柔
軟
な
発
想
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
戸
別
収
集
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
缶
を
分
け
て

出
し
て
も
ら
い
、
収
集
職
員
が

ネ
ッ
ト
を
持
っ
て
回
収
し
て
収

集
車
に
投
入
し
、
中
間
処
理
施

設
で
分
別
す
る
混
合
収
集
方
式

を
採
用
し
た
。
試
行
し
た
区
域

で
は
、
分
別
率
も
非
常
に
高
く
、

市
民
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
高
い
効
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
収

集
経
費
と
し
て
は
、
当
初
は
、

27
年
度
の
試
行
結
果
か
ら
、
戸

別
収
集
で
４
３
５
０
万
円
増
、

集
積
所
方
式
で
９
２
０
万
円
増

と
な
る
試
算
を
し
て
い
た
が
、

今
回
の
混
合
収
集
方
式
で
実
施

し
た
場
合
は
約
４
０
０
～
６
０

０
万
円
増
と
試
算
し
て
お
り
、

約
90
％
の
圧
縮
が
図
ら
れ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
缶
の
夏
季
期
間
の
毎
週
収

集
は
、
市
民
要
望
が
高
い
と
十

分
に
認
識
を
し
て
お
り
、
今
後

は
、
29
年
度
に
湘
南
大
庭
地

区
、
明
治
地
区
の
一
部
等
に
区

域
を
拡
大
し
て
実
施
し
、
集
合

住
宅
の
状
況
も
検
証
し
た
上
で
、

30
年
度
以
降
、
全
市
で
実
施
す

る
予
定
で
検
討
し
て
い
る
。

山
内　

幹
郎

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
直
後
か
ら
の
放
射
能

濃
度
の
推
移
や
、
今
の
放
射
性

物
質
の
放
出
量
や
汚
染
状
況
な

ど
の
情
報
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
知
ら
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
状
を
聞
き
た
い
。

　
放
射
線
関
連
情
報
は
現

在
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す

ぐ
に
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

神
奈
川
県
内
で
測
定
さ
れ
て
い

る
放
射
線
量
は
健
康
に
影
響
の

出
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
13
地
区
別
の
主
な
公
共
施

設
を
初
め
、
海
岸
、
下
水
汚
泥
、

市
内
の
食
品
等
の
空
間
放
射
線

量
や
放
射
能
濃
度
の
事
故
直
後

か
ら
の
測
定
結
果
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
放
射
線
に
関
す
る

専
門
機
関
の
リ
ン
ク
を
張
り
、

正
確
な
情
報
の
提
供
に
も
努
め

て
い
る
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
か
ら
は
、
今
で
も
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
本
市
へ
の
影
響
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

　
現
在
、
国
及
び
東
京
電

力
が
実
施
し
て
い
る
大
気
放
出

抑
制
対
策
や
汚
染
水
対
策
な
ど

に
よ
り
原
発
周
辺
に
お
け
る
大

気
や
海
水
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
数
値
は
、
国
が
定
め
た
放

射
性
物
質
ご
と
の
濃
度
限
度
を

下
回
っ
て
い
る
。
本
市
の
測
定

結
果
か
ら
も
上
昇
は
見
ら
れ
ず

安
定
し
た
状
況
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
影
響

は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
引
き
続
き
測
定
を
実
施
し
、

今
後
も
国
や
東
京
電
力
の
動
向

に
つ
い
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

る
か
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
こ
の
総
合
事
業
の
目
的

は
、
従
来
の
身
体
機
能
の
維
持
、

向
上
を
中
心
と
し
た
視
点
に
加

え
、
仲
間
づ
く
り
や
社
会
参
加

に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ケ
ア
の
視
点
を
重
視
し
、

高
齢
者
自
身
が
役
割
を
持
ち
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
行
う
と
と

も
に
、
住
民
主
体
の
活
動
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
つ
な
げ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
藤
沢
型
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
住
民
に
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
は
、
住
民
と
協
働
で
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
地
域

の
活
動
を
単
に
社
会
資
源
の
一

つ
と
し
て
捉
え
、
行
政
か
ら
地

域
に
お
願
い
す
る
と
い
う
形
で

は
前
進
し
て
い
か
な
い
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

職
員
が
直
接
地
域
に
出
向
き
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
取

り
組
み
を
最
大
限
尊
重
し
、
生

か
す
こ
と
で
、
地
域
課
題
や
地

域
団
体
の
活
動
内
容
等
を
共
有

し
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
く
。

土
屋　

俊
則

（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

　
障
が
い
者
が
65
歳
に
な

る
と
、
障
が
い
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
か
ら
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

優
先
と
な
り
、
自
己
負
担
が
ふ

え
、
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小

さ
れ
る
な
ど
の
不
安
の
声
を
聞

く
が
、
市
と
し
て
の
対
応
を
聞

き
た
い
。

　
障
が
い
者
総
合
支
援
法

で
は
、
他
法
に
基
づ
き
同
様
の

給
付
を
受
け
て
い
る
か
、
ま
た

は
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
同
法
に
基
づ
く
給
付
は
行

わ
な
い
と
す
る
他
法
優
先
の
規

定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
世
帯
の

課
税
状
況
に
応
じ
た
一
月
当
た

り
の
負
担
上
限
額
が
介
護
保
険

と
比
較
し
低
く
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
自
己
負
担
が
ふ

え
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
65
歳

に
到
達
さ
れ
た
障
が
い
の
あ
る

方
が
一
律
に
介
護
保
険
に
移
行

す
る
の
で
は
な
く
、
障
が
い
の

あ
る
方
や
家
族
が
不
安
を
抱
か

な
い
よ
う
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
で
は
十
分
な
支
援
が
で
き
な

い
場
合
は
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
い
た
だ
く
な
ど
適
切
、

丁
寧
な
制
度
の
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
介
護

保
険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も

連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
る
。

今
後
、
藤
沢
型
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け
取
り

組
み
を
進
め
る
中
で
、
高
齢
、

障
が
い
の
分
野
を
超
え
た
相
談

の
一
元
化
も
含
め
た
総
合
的
な

相
談
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

北
橋　

節
男（市

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
先
日
実
施
さ
れ
た
「
ポ

イ
捨
て
無
く
し
隊
ふ
じ
さ
わ
大

作
戦
～
ぶ
ら
り
ご
み
拾
い
Ｉ
Ｎ

六
会
２
０
１
６
」
は
、
学
生
が

実
行
委
員
会
を
つ
く
り
市
民
や

行
政
と
協
働
し
た
と
聞
く
が
、

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
多
摩

大
学
と
日
本
大
学
と
の
協
力
に

よ
り
、
双
方
の
学
生
が
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
本
市
も
支

援
に
加
わ
り
実
施
さ
れ
た
。
実

行
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

中
学
生
と
高
校
生
を
初
め
、
六

会
地
区
の
生
活
環
境
協
議
会
や

市
民
団
体
な
ど
約
２
５
０
人
の

参
加
を
得
て
、
約
１
６
０
㌔
㌘

の
ご
み
を
回
収
し
た
。
ま
た
、

開
始
前
に
は
健
康
増
進
課
の
職

員
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
を
行
う
な
ど
、

庁
内
横
断
的
な
取
り
組
み
で
美

化
活
動
と
健
康
増
進
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
以
降
、「
第
２
回
ポ

イ
捨
て
無
く
し
隊
！
大
作
戦
」

と
し
て
、
遠
藤
地
区
、
御
所
見

地
区
等
の
市
民
団
体
に
加
え
、

慶
應
義
塾
大
学
や
日
本
大
学
の

学
生
等
が
参
加
し
、
ご
み
回
収

を
行
っ
た
。
ま
た
、
第
２
回
藤

沢
七
福
神
め
ぐ
り
ク
リ
ー
ン
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
、
サ
イ
ク
ル
チ

ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
藤
沢
の
前
日

に
走
行
コ
ー
ス
の
ご
み
回
収
を

行
う
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い

る
。
今
後
、
不
法
投
棄
や
ポ
イ

捨
て
防
止
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
市
民
や
市
内
大
学
と
の
連

携
を
強
化
し
、
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

抱
え
る
人
な
ど
を
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
げ
る
支
援
な

ど
に
広
げ
、
み
ん
な
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
構
築
を
進
め
て
い
く
。

桜
井　

直
人（市

民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　
本
市
の
健
康
寿
命
に
つ

介護予防・日常生活支援総合事業の取り組みを地域づくりに生かす

混合収集方式での実施により経費の圧縮を図る

六会地区で実施された「ポイ捨て無くし隊ふじさわ大作戦」

健
康
寿
命
日
本
一

数
値
目
標
の
設
定
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
収
集

夏
季
の
毎
週
化
を
拡
大

高
齢
の
障
が
い
者
対
応

相
談
支
援
体
制
を
検
討

ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収

学
生
等
と
連
携
を
強
化

一
般
質
問

主

質

と

弁

な

問

答

放
射
線
の
測
定
結
果

市
民
へ
の
情
報
提
供
を


